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2017 年 6 月 28 日、当法人の理事、その後は顧
問として支えて下さった佐々木正美先生がご逝去
されました。
その一報は、突然に私の前職の同僚からもたら
されました。お加減が芳しくないことは伺ってい
ましたが、お見舞いにお尋ねすることもできない
ままにこの報に接し心痛むばかりです。
私と先生の出会いは、30 年以上前になります。
当時横浜市内にある幼稚園に勤めていた私は、ク
ラスに自閉症児を受け入れていたこともあり、ま
た知識も十分でなかったので、当時、佐々木先生
が所長をされていた小児療育相談センターで行わ
れていた勉強会に参加し、ピアジェやエリクソン
から自閉症のイロハまで、多くのことを学ばせて
いただきました。
その後、福祉に進んだ私は、横浜市自閉症児・
者親の会の施設設立のお手伝いをするようになり、
そこで再び佐々木先生とお会いすることとなりま
した。佐々木先生から渡された 1冊の本を基に現
在の横浜やまびこの里の支援の理念や内容を組み
立てていったことが懐かしく思い出されます。
先生は、『自閉症の人たちは、自分の周囲の事象
を理解できず、そのことによって不安を感じ、混
乱して、さまざまな行動上の課題を呈することが
多い。そうであるなら、支援者は彼らが環境をど
のように理解するのかを把握して、彼らがより理
解、より適応ができるように、刺激や情報を整理
し、過剰なものは排除することによって、単純で
理解しやすい場面や日常生活の流れをつくって提
供することが必要です。』とよく仰っておられまし
た。これは今で言うところの合理的配慮が必要で
あることを示唆されていたと思います。
多くの先生の教えの中で、最も私の印象に残っ
ていることは、「福祉の仕事は、自閉症の人たちが
安定した日常生活を主役をとして演じられるよう
過不足のないシナリオを作りあげて提供すること
です。」ということです。

先生は、日常生活の流れを「自閉症の人が主役
を演じることのできる生活シナリオ」だと言われ
ます。一人一人の自閉症の人の能力や個性、育ち
に合わせて、シナリオの内容を徐々に豊富で複雑
なものに書き換えていけばよい。最初は一定の限
られた場面で限定的な人たちとの間で定型的な行
動や台詞を演じることができるように支援し、次
第にアドリブの多い一般の人たちの世界に導いて
いくという考え方が重要である。支援者がこのよ
うな視点をしっかりもっていないと、自閉症の人
たちは、不安、困惑、混乱、恐怖といった状態に
陥りやすくなり、防衛的な態度をとり、内容の貧
困な、全くアドリブの効くような余裕のない、硬
直した儀式的な日常生活のシナリオを自ら作成し
て、その中に自閉的に身を沈めることで最低限度
の安らぎを得ようとするし、それもできないと、
激しい自傷行為と不眠を伴ったひどい混乱状態に
陥ってしまう。したがって、支援者が当面自閉症
の人に出来ることは、一人一人の自閉症の人たち
に、彼らが主役を演じるような生活シナリオを作っ
て提供し、それが演じられるように教え、支援し
ていくことである。」と教えてくださいました。こ
れからも自閉症の人たちが納得し、満足する生活
が存在することを信じ、その実現に向けて努力し
ていくことを約束したいと思います。
私は現在の職に戻る前の 6年間ほど、先生と川
崎医療福祉大学で一緒に仕事をさせていただきま
した。身近なところで、先生のお手伝いをしなが
ら多くのことを学ぶことができたことは本当に贅
沢な時間だったと感謝しています。
先生が亡くなられて一月後にご自宅へ弔問に伺
いました。そこには、たくさんの花々に囲まれて、
いつもの穏やかな笑顔の先生のお写真が飾られて
いました。先生ご自身のシナリオは、まさにハッ
ピーエンドであったことでしょう。
ご冥福をお祈りし、併せて心からの感謝の意を
ささげます。ありがとうございました。
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改
正
に
あ
た
っ
て

〇�

発
達
障
害
の
支
援
を
考
え
る
議
員
連
盟

に
は
１
９
０
名
の
議
員
が
所
属
し
て
い

る
。

〇�

こ
の
法
律
は
多
岐
の
省
庁
に
渡
る
議
論

や
検
討
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
組
織
し
て

細
か
い
詰
め
を
行
っ
て
き
た
。

〇�

施
行
後
十
年
間
の
課
題
と
今
後
の
方
向

性
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
、
共
生
と

社
会
参
加
に
向
け
て
関
係
諸
機
関
が
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
す
す
め
る
こ
と
を

理
念
に
掲
げ
て
い
る
。

全
自
者
協
か
ら
の
要
望
に
向
け
て

①
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
増
強

②�

支
援
専
門
員
の
養
成
と
派
遣
の
国
事
業

化
③
自
閉
症
総
合
援
助
セ
ン
タ
ー
の
法
制
化

　

①
か
ら
③
に
お
け
る
回
答
。

・�

専
門
的
な
人
材
確
保
に
向
け
た
調
査
研

究
か
ら
、
座
学
の
み
で
な
く
、
現
場
で

学
ぶ
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
発
達
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
や
強
度
行
動
障

害
者
を
支
援
す
る
職
員
に
有
効
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

・�

人
材
の
確
保
に
向
け
て
国
立
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
も
支
援
専
門
員

養
成
研
修
へ
の
参
画
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
発
達
障
害
情
報
セ
ン
タ
ー
の
機

能
強
化
を
す
す
め
る
。

「発達障害者支援法の改正をふまえての今後の課題と展望」

公明党　　高木美智代衆議院議員

・�

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強

化
に
向
け
て
、
都
道
府
県
や
政
令
指
定

都
市
に
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を

複
数
設
置
す
る
こ
と
な
ど
を
促
す
言
葉

を
法
律
に
盛
り
込
ん
だ
。

④
知
的
障
害
者
福
祉
法
と
の
統
合

⑤
障
が
い
者
手
帳
の
見
直
し

⑥
子
ど
も
子
育
て
支
援
と
の
連
携

　

④
か
ら
⑥
に
お
け
る
回
答
。

・�

法
律
と
制
度
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
へ

の
課
題
に
向
け
て
、
今
後
も
国
際
的
動

向
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

・�

支
援
の
谷
間
に
置
か
れ
や
す
い
軽
度
知

的
障
害
を
伴
う
発
達
障
害
者
の
実
態
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ-

11
の
動

向
も
ふ
ま
え
な
が
ら
支
援
の
体
制
を
検

討
し
て
い
る
。

・�

療
育
手
帳
制
度
の
運
用
は
自
治
体
に

よ
っ
て
知
的
障
害
の
な
い
発
達
障
害
者

が
対
象
に
な
り
に
く
い
こ
と
か
ら
、
精

神
保
健
福
祉
手
帳
を
通
し
た
支
援
を
す

す
め
る
こ
と
を
各
団
体
に
ご
理
解
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・�

子
育
て
支
援
と
の
連
携
に
向
け
て
、
ペ

ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
周
知
や
巡

回
指
導
専
門
員
の
活
用
を
す
す
め
る
こ

と
に
よ
り
、
家
族
を
含
め
た
支
援
を
充

実
さ
せ
て
い
く
。

・�

早
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

た
め
に
、
保
育
所
と
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
強
化

さ
せ
て
い
く
。

文
科
省
と
の
連
携
に
つ
い
て

〇�

発
達
障
害
者
支
援
法
改
正
に
係
わ
る
文

部
科
学
省
で
の
対
応
状
況

・�

通
級
指
導
の
充
実
に
向
け
て
指
導
担
当

教
員
の
基
礎
定
数
化
を
実
施
し
た
。

・�

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
推
進

事
業
及
び
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の

整
備
に
向
け
て
、
「
障
害
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
」
段
階
か
ら
個
別
支
援
計
画

の
作
成
と
情
報
の
共
有
化
に
努
め
る
。

・�

教
員
の
資
質
向
上
事
業
、
い
じ
め
や
不

登
校
対
策
事
業
を
推
進
す
る
。

結
び
に

発
達
障
害
を
知
る
国
民
が
８
割
以
上

（
87
％
）
い
る
と
い
う
調
査
結
果
が
報
告
さ

れ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
個
々
の
障
害
特
性

に
ま
で
理
解
や
支
援
が
進
む
こ
と
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

総会に先立ち、公明党の高木美智代衆議院議員に発達障害者支援法改正にかかる内容についてご講
演いただきました。超党派による発達障害の支援を考える議員連盟の事務局長として、共生社会に向
けた前向きなご意見もくださり、ご理解のある方が国政におられる安心感とともに、発達障害者の社
会参加に向けて更なる工夫と連携が必要であることを再認識いたしました。
以下、ご講演の内容を簡単ではありますが、紹介させていただきます。

 

参考図書：改正発達障害者
支援法の解説
発行/ぎょうせい　2700 円
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平
成
29
年
7
月
3
日
（
月
）、
エ
ッ
サ
ム

神
田
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
日
本
自
閉
症

支
援
者
協
会
総
会
の
年
次
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。

○
会
長
挨
拶

総
会
に
先
立
ち
、
松
上
利
男
会
長
よ
り

挨
拶
が
あ
っ
た
。

先
週
金
曜
日
に
佐
々
木
正
美
先
生
が
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
。
石
井
哲
夫
先
生
が

亡
く
な
ら
れ
て
、
佐
々
木
先
生
も
亡
く
な

ら
れ
た
。
皆
さ
ん
、
い
ろ
ん
な
思
い
で
訃

報
に
接
し
ら
れ
た
と
思
う
。
私
た
ち
は
こ

れ
か
ら
先
人
の
意
思
を
引
き
継
い
で
、
自

閉
症
の
人
達
の
幸
せ
の
た
め
に
実
践
を
積

み
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
全

日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
が
一
般
社
団
化

し
て
法
人
格
を
取
っ
て
、こ
れ
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
い
く
わ
け
だ
が
、
も
っ
と
地
域
に

根
ざ
し
な
が
ら
、
全
国
に
向
け
て
様
々
な

実
践
、
支
援
を
発
信
し
て
い
く
と
い
う
大

き
な
責
務
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
総
会
で
は
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
。

平
成
29
年
度
　
全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
総
会 

議
事
録

○
議
事
の
進
行

定
款
第
16
条
の
規
定
に
よ
り
松
上
利
男

会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
後
、
事
務
局

か
ら
委
任
状
25
施
設
出
席
45
施
設
で
過
半

数
を
満
た
し
て
い
る
の
で
総
会
が
成
立
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
10
件
の
議

案
が
検
討
さ
れ
、
い
ず
れ
も
出
席
者
の
全

員
一
致
で
承
認
を
受
け
た
。

⑴�
平
成
28
年
度
事
業
報
告
が
事
務
局
よ
り

な
さ
れ
た
。

�

　
実
施
し
た
事
業
は
、
①
第
30
回
研
究

大
会
函
館
大
会
の
開
催
②
第
31
回
研
究

大
会
新
潟
大
会
の
計
画
③
会
報
（
全
自

者
協
ニ
ュ
ー
ス
）
の
年
2
回
発
行
と
関

連
団
体
等
へ
の
送
付
④
会
員
（
施
設
・

個
人
）
名
簿
の
作
成
⑤
発
達
障
害
支
援

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
の
実
施

⑥
厚
生
労
働
省
等
の
行
政
機
関
、
日
本

自
閉
症
協
会
や
日
本
知
的
障
害
者
福
祉

協
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
連
団
体
と
の

情
報
交
換
、
連
携
、
要
望
活
動
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

⑵�

平
成
28
年
度
決
算
報
告
が
事
務
局
よ
り

な
さ
れ
た
。
そ
の
後
け
や
き
の
郷
の
水

野
努
監
事
よ
り
、
適
切
に
会
計
処
理
が

な
さ
れ
て
い
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

本
件
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。

⑶�

昨
年
の
第
30
回
研
究
大
会
函
館
大
会
の

報
告
が
ね
お
は
ろ
う
の
夏
目
智
志
施
設

長
よ
り
な
さ
れ
た
。
2
5
0
名
を
超
え

る
参
加
者
が
あ
り
、
成
功
裏
に
終
わ
っ

た
と
報
告
が
あ
っ
た
。
収
支
報
告
で
収

支
差
額
が
5
6
9,
7
6
9
円
の
黒
字
で

あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
松
上
会
長
よ

り
黒
字
の
使
途
に
つ
い
て
、
理
事
会
で

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
を
強
化
し
た
い
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
活

動
に
残
金
を
使
っ
て
い
た
だ
く
旨
の
提

案
が
な
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

⑷�

定
款
お
よ
び
会
費
規
程
の
変
更
に
つ
い

て
事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

�

　
定
款
に
つ
い
て
、
①
構
成
員
は
正
会

員（
団
体
）、準
会
員（
個
人
）、賛
助
会
員
、

名
誉
会
員
の
4
種
と
す
る
こ
と
②
総
会

は
正
会
員
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
等
の
説

明
が
あ
り
、
会
費
規
程
に
つ
い
て
①
新

た
に
会
費
規
程
を
定
め
た
こ
と
②
会
費

基
準
の
事
業
所
種
別
に
応
じ
た
会
費
額

と
し
て
い
る
こ
と
等
の
説
明
が
あ
っ
た

後
、
本
総
会
を
も
っ
て
一
般
社
団
法
人

に
移
行
す
る
こ
と
お
よ
び
会
費
規
程
に

つ
い
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

⑺�

平
成
28
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
事

務
局
よ
り
提
案
が
な
さ
れ
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

⑻�

平
成
28
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
事
務
局

よ
り
提
案
が
な
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

⑼�

第
31
回
研
究
大
会
新
潟
大
会
に
つ
い
て

主
管
施
設
太
陽
の
村
菊
地
康
晴
施
設
長

よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。
平
成
29
年
11

月
1
日
、
2
日
の
両
日
に
新
潟
市
の

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟

で
「
地
域
社
会
と
の
共
生
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
る

と
報
告
が
あ
っ
た
。
今
回
は
会
員
と
非

会
員
で
参
加
費
に
差
を
つ
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。

⑽�

平
成
30
年
度
の
第
32
回
研
究
大
会
に
つ

い
て
は
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
が
担
当
し
て
お

り
、
主
管
施
設
の
れ
ん
げ
の
里
の
前
納

欣
人
施
設
長
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

⑾
そ
の
他

①�

日
本
自
閉
症
協
会
か
ら
の
退
会
に
つ

い
て
、
松
上
利
男
会
長
よ
り
報
告
が

な
さ
れ
た
。

　�

　
い
ろ
ん
な
種
別
の
事
業
所
が
加
入

し
て
、
今
後
広
が
り
を
も
っ
た
協
会

組
織
に
す
べ
き
で
あ
る
。
個
人
も
加

入
で
き
る
。
自
閉
症
の
人
達
を
支
援

す
る
職
能
団
体
と
し
て
名
称
を
改
め

た
。
日
本
自
閉
症
協
会
と
は
今
後
も
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連
携
を
と
っ
て
い
く
。

②�

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
2
0
1
7
に

つ
い
て
嬉
泉
の
石
井
啓
副
会
長
よ
り

報
告
が
な
さ
れ
た
。

　�

　
全
体
の
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
の
こ
と
。
全
自
者
協
と
し
て
担

当
し
た
の
は
会
場
委
員
会
、
全
国
対

策
委
員
会
で
あ
っ
た
。
閉
会
式
で
流

れ
た
当
事
者
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
と
り
ま
と
め
た
。

③�

厚
生
労
働
省
平
成
28
年
度
障
害
者
総

合
福
祉
推
進
事
業
「
発
達
障
害
者
支

援
に
お
け
る
専
門
性
確
保
の
た
め
の

実
地
研
修
に
関
す
る
調
査
研
究
」
つ

い
て
、
同
じ
く
石
井
啓
副
会
長
よ
り

報
告
が
な
さ
れ
た
。
詳
細
は
嬉
泉
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。
調

査
研
究
を
踏
ま
え
た
提
言
で
は
、
直

接
支
援
を
す
る
た
め
に
知
る
べ
き
共

通
の
言
葉
を
も
つ
こ
と
、
生
活
そ
の

も
の
を
知
る
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
お
き
、

そ
の
上
に
早
期
支
援
、
就
労
支
援
、

生
活
支
援
等
の
2
段
階
で
実
地
研
修

を
や
っ
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
等
が

示
さ
れ
た
。

④�

高
齢
期
対
策
検
討
委
員
会
に
つ
い
て
、

同
じ
く
石
井
啓
副
会
長
よ
り
報
告
が

な
さ
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
と

き
は
加
盟
施
設
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
。
自
閉
症
協
会
に
加
盟
し
て
い
る

会
員
の
親
の
年
代
に
ば
ら
つ
き
が
あ

る
。
今
の
会
員
で
子
供
が
高
齢
期
を

迎
え
て
い
る
方
が
少
な
い
。
全
自
者

協
加
盟
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
が

多
か
っ
た
。
結
果
に
つ
い
て
は
、
自

閉
症
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
の
で
参
照
の
こ
と
。
調
査

結
果
か
ら
住
ま
い
の
問
題
と
支
援
の

継
続
に
つ
い
て
大
き
な
不
安
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
高

木
美
智
代
議
員
と
野
田
聖
子
議
員
に

も
調
査
結
果
を
提
出
し
て
い
る
。

⑤�

発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

養
成
研
修
に
つ
い
て
、
五
十
嵐
康
郎

副
会
長
よ
り
報
告
が
な
さ
れ
た
。
平

成
29
年
度
の
申
込
者
は
96
名
で
あ
っ

た
が
、
調
整
し
て
86
名
の
受
講
者
を

決
定
し
た
。
実
務
研
修
は
希
望
調
整

が
で
き
て
い
る
。
集
合
研
修
は
い
つ

も
は
金
土
日
に
実
施
し
て
い
た
が
日

本
財
団
か
ら
の
要
望
で
、
7
月
末
の

火
水
木
に
し
て
、
3
月
も
春
休
み
は

入
っ
て
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

26
年
度
受
講
者
は
96
名
で
修
了
者
61

名
、
27
年
度
は
受
講
者
85
名
で
修
了

者
53
名
、
28
年
度
受
講
者
は
87
名
で

修
了
者
は
現
在
34
名
で
あ
る
。
修
了

者
総
数
は
1
4
8
名
と
な
っ
て
い

る
。
修
了
者
に
は
S
V
の
会
や
全
自

者
協
準
会
員
の
加
入
を
案
内
し
て
い

る
。

⑥�

ア
ル
バ
マ
ー
レ
視
察
研
修
に
つ
い
て
、

木
村
昭
一
常
任
理
事
よ
り
報
告
が
な

さ
れ
た
。
平
成
22
年
に
行
動
障
が
い

の
人
た
ち
の
支
援
に
つ
い
て
の
研
修

に
行
っ
た
が
、
そ
れ
を
起
点
と
し
て

ア
ル
バ
マ
ー
レ
で
学
ん
だ
こ
と
が
ア

メ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
達
障

害
の
分
科
会
が
で
き
た
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
今
回
は
と
り
わ
け
運
営
管

理
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
人
材
育
成
、

地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
管

理
職
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

そ
の
他
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
夜
間
支

援
の
労
務
管
理
と
労
働
基
準
法
と
の
関
係

に
つ
い
て
問
題
提
起
さ
れ
た
。

（
全
自
者
協
事
務
局
）

平
成
28
年
5
月
に
「
成
年
後
見
制
度
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

国
の
施
策
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
成
年
後

見
制
度
で
す
が
、
利
用
者
の
権
利
擁
護
や
意

思
決
定
支
援
の
観
点
か
ら
そ
の
有
効
性
が
問

わ
れ
て
い
る
側
面
も
あ
り
、
そ
の
促
進
に
つ

い
て
は
私
た
ち
支
援
者
共
通
の
課
題
だ
と
思

い
ま
す
。

今
回
、
入
所
施
設
の
保
護
者
が
立
ち
上
げ

て
先
駆
的
に
法
人
後
見
に
取
り
組
ま
れ
て
き

た
一
般
社
団
法
人
親
泉
会
の
小
野
様
よ
り
、

実
際
の
取
り
組
み
や
見
え
て
き
た
課
題
な
ど

に
つ
い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「�

本
人
の
立
場
に
立
つ
成
年
後
見

と
は
〜
親
泉
会
の
試
み
〜
」

一
般
社
団
法
人
　
親
泉
会

　
事
務
局
長
　
小
野
　
多
規
子

h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h

こ
れ
ま
で
の
親
泉
会

　
〜
込
め
ら
れ
た
親
の
想
い
〜

社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
袖
ヶ
浦
ひ
か
り
の

学
園
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
春
の
ひ
か
り
の

親
た
ち
が
、
親
亡
き
後
の
我
が
子
を
想
い
、

後
見
を
担
う
法
人
を
平
成
18
年
に
設
立
し

た
の
が
親
泉
会
で
す
。

措
置
か
ら
契
約
に
制
度
が
変
わ
っ
た
時

に
大
半
の
親
た
ち
が
後
見
人
に
就
任
し
て

い
ま
し
た
が
、
親
亡
き
後
は
ど
う
な
る
の

だ
ろ
う
か
と
い
う
心
配
も
あ
り
、「
一
人
っ

子
で
託
す
人
が
い
な
い
」「
親
は
子
の
最
期

を
見
届
け
ら
れ
な
い
」「
子
が
高
齢
に
な
っ

て
も
今
の
施
設
で
暮
ら
せ
る
の
か
」「
施
設

＜

ト
ピ
ッ
ク
ス＞

　

一
般
社
団
法
人
日
本
自
閉
症
協
会
高

齢
期
対
策
検
討
委
員
会
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
、
自
閉
症
の
高
齢
者
の
実
態
に
関

す
る
「
高
齢
期
の
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
障
害
者
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
報
告
書
」
が
、
日
本
自
閉
症
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。http://w

w
w
.autism

.or.jp/
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の
暮
ら
し
が
ど
う
な
る
の
か
」
な
ど
と
い

う
我
が
子
の
将
来
を
不
安
に
思
う
親
の
想

い
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
現
在
、
後

見
32
件
、
保
佐
4
件
の
36
件
を
受
任
し
て

い
ま
す
。（
う
ち
親
と
共
同
で
行
う
複
数
後

見
28
件
複
数
保
佐
2
件
）

設
立
か
ら
10
年
と
な
る
今
も
、
会
員
で

あ
る
親
た
ち
は
、
我
が
子
が
生
涯
に
亘
り

幸
せ
に
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
お
互

い
の
個
々
の
利
害
を
超
え
た
仕
組
み
を
作

る
た
め
、
話
し
合
い
を
重
ね
、
様
々
な
こ

と
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、

学
園
の
余
暇
活
動
の
一
つ
と
し
て
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
り
、
高
齢
化
す
る
本

人
の
健
康
や
医
療
の
こ
と
を
考
え
よ
う
と

い
う
動
き
が
起
き
て
い
ま
す
。
学
園
を
信

頼
し
、
協
力
を
惜
し
ま
な
い
親
た
ち
の�

共
有
す
る
想
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
親

た
ち
は
「
親
の
想
い
」
と
い
う
フ
ァ
イ
ル�

（
デ
ー
タ
編
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
編
）
を
作
り
、

我
が
子
の
生
涯
支
援
を
託
す
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

親
泉
会
の
取
り
組
み

　
〜
本
人
の
立
場
に
立
っ
て
〜

事
務
局
長
と
し
て
、
法
人
の
設
立
の
準

備
段
階
か
ら
関
わ
り
後
見
事
務
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
っ
た
時
に
後
見
制
度
が
ど
う

こ
う
と
い
う
よ
り
、
本
人
に
と
っ
て
何
を

す
る
こ
と
が
本
当
に
必
要
か
、
本
人
の
立

場
に
立
つ
後
見
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と

考
え
ま
し
た
。
そ
の
実
現
や
仕
組
み
作
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。
職
員
時
代
か
ら
長
年
見
て
き
た
純
粋

な
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
生
き
難
さ
を
抱

え
て
い
る
本
人
た
ち
の
た
め
に
私
に
で
き

る
こ
と
を
や
り
た
い
と
い
う
想
い
も
強
く

持
ち
ま
し
た
。

後
見
を
受
任
す
る
に
あ
た
っ
て
は
一
人

一
人
の
親
と
の
面
談
を
行
い
ま
す
。
そ
こ

で
聞
く
幼
少
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
帰
宅
し

た
時
の
様
子
な
ど
は
学
園
の
生
活
で
は
見

せ
な
い
本
人
の
姿
や
思
い
を
う
か
が
わ
せ

る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
親
は
施
設
で
の

生
活
は
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
こ

と
が
多
く
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

目
指
す
本
人
の
立
場
に
立
つ
後
見
の
た
め

に
共
通
の
理
解
を
持
つ
こ
と
や
情
報
交
換

を
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と
考
え
、

親
、学
園
、親
泉
会
で
の
三
者
面
談
を
始
め
、

最
近
は
本
人
、
き
ょ
う
だ
い
、
関
係
者
な

ど
も
加
わ
る
拡
大
面
談
へ
と
広
が
っ
て
い

ま
す
。
面
談
の
内
容
も
当
初
は
幼
少
期
の

聞
き
取
り
が
中
心
で
し
た
が
、
最
近
は
、

家
や
学
園
の
様
子
の
ビ
デ
オ
を
見
て
話
し

合
っ
た
り
、
支
援
に
つ
い
て
の
話
に
至
っ

た
り
と
様
々
で
す
。
他
に
月
に
1
〜
2
回
、

学
園
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
本
人
に
面
会

し
話
を
聞
い
た
り
、
学
園
の
個
別
支
援
計

画
に
つ
い
て
意
見
を
言
っ
た
り
、
親
た
ち

が
学
園
の
支
援
に
つ
い
て
知
る
勉
強
会
を

開
催
し
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

親
と
学
園
と
い
う
違
う
立
場
で
共
通
理

解
を
す
る
こ
と
の
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
い
う
人
な
の
か
、
何
が
好
き
な
の
か
、

わ
か
る
こ
と
は
何
か
な
ど
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
確
認
し
て
み
る
と
か
、
親
の
老
い

を
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
、
親
の
死
を
ど

う
受
け
と
め
る
の
か
な
ど
心
の
奥
底
に
あ

る
あ
る
本
人
の
想
い
を
知
り
、
共
感
し
、

よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
「
本
人
の
立

場
に
立
っ
て
」
と
い
う
こ
と
に
繋
が
っ
て

い
く
と
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
実
、
面
談
な
ど
を
通
し
て
知
り
得
た
情

報
か
ら
、
本
人
の
理
解
が
深
ま
り
、
新
た

な
気
付
き
や
表
れ
な
い
気
持
ち
や
思
い
を

知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
親
泉
会

　
〜
本
人
の
最
善
の
利
益
を
求
め
て
〜

自
閉
症
の
障
害
特
性
を
正
し
く
理
解
し
、

本
人
の
意
思
を
尊
重
し
代
弁
を
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
大
変
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
親
が
良
か
れ
と
思
う
こ
と
が
必
ず

し
も
本
人
に
と
っ
て
良
い
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
施
設
で
の
決
ま
っ
た
日
課
で
一
見
穏

や
か
に
過
ご
し
て
い
る
こ
と
に
本
人
は
果

た
し
て
満
足
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

本
人
の
望
み
と
、
親
や
支
援
者
の
良
か
れ

と
思
う
こ
と
が
異
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
い
う
こ
と
を

常
に
視
野
に
入
れ
、
本
人
の
話
を
聞
い
た

り
、
意
思
を
確
認
す
る
手
掛
か
り
を
見
つ

け
た
り
し
な
が
ら
、
ど
ん
な
思
い
や
望
み

を
持
っ
て
い
る
か
、
そ
れ
を
叶
え
る
た
め

に
は
ど
ん
な
支
援
が
必
要
か
、
そ
の
た
め

に
財
産
を
ど
う
使
う
の
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
い
く
こ
と
が
本
人
を
中
心
に
置
い

た
後
見
の
あ
り
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

親
泉
会
の
10
年
間
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
後
見
制
度
の
中
で
「
本
人
の
た
め
に
」

と
い
う
判
断
と
、
親
や
支
援
者
が
「
本
人

の
た
め
に
」
と
い
う
意
味
は
大
き
く
違
う

こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
本
人
を
守
る
た
め

に
は
必
要
な
制
度
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
法
律
や
制
度
だ
け
で
守
ら
れ
て
い
れ

ば
幸
せ
で
豊
か
な
生
活
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

成
年
後
見
制
度
が
利
用
促
進
基
本
計
画

に
よ
り
見
直
さ
れ
、
身
上
保
護
に
重
き
を

置
い
た
制
度
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
が
、
現
行
の
制
度
で
は
と
も
す
れ
ば

財
産
管
理
が
中
心
で
後
見
人
が
い
れ
ば
安

心
と
い
う
仕
組
み
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

財
産
を
守
る
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
、
本

人
の
た
め
に
な
る
こ
と
に
お
金
を
使
う
こ

と
は
難
し
い
の
が
現
状
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

生
涯
支
援
の
た
め
に
、
関
係
者
が
本
人

の
た
め
に
何
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
話

し
合
い
、
特
に
今
後
、
高
齢
化
と
い
う
大

き
な
課
題
を
見
て
い
く
時
、
現
行
の
法
律

や
制
度
を
超
え
た
支
援
や
、
本
人
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
望
ま
し
い
生
活
の

場
と
い
う
こ
と
を
一
人
一
人
の
状
態
に
合

わ
せ
て
考
え
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
今

後
も
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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平
成
29
年
7
月
23
日
、
発
達
障
害
支
援

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
開
催
に
先

駆
け
て
、
運
営
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
主
な
議
題
は
、
①
事
務
局
か
ら
発

達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研

修
生
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
と
、
②
全

自
者
協
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
認

定
に
向
け
た
検
討
会
の
提
案
が
な
さ
れ
、

多
く
の
賛
成
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
以
下
、
抜
粋
し
ま
す
）

・�

既
に
民
間
の
中
で
短
時
間
の
研
修
の
み

で
簡
単
に
発
達
障
害
に
関
係
す
る
認
定

を
取
得
で
き
る
よ
う
な
事
業
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
、
利
用
者
側
か
ら
不
安

や
疑
問
の
声
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
発

達
障
害
支
援
に
関
し
て
信
頼
の
置
け
る

資
格
認
定
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
本
研

修
は
研
修
内
容
が
幅
広
く
、
実
地
を
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
期
待
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

・�

発
達
障
害
者
へ
の
支
援
に
は
、
幅
広
い

知
識
や
経
験
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
研
修
を
補
完
す
る
た
め
に
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
す
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。

・�

実
際
の
支
援
や
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

に
は
、
専
門
性
以
外
に
、
髙
い
人
間
性

も
求
め
ら
れ
る
た
め
、
知
識
だ
け
で
な

く
、
実
践
に
基
づ
い
た
評
価
を
行
う
こ

と
も
必
要
。

・�

認
定
に
向
け
て
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

の
定
義
を
明
ら
か
に
さ
せ
て
価
値
を
共

有
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い

か
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
も
と
に
、
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
の
認
定
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
向

け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
成
し
て

検
討
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
代
表

：
　
五
十
嵐
猛
（
萌
葱
の
郷
）

委
員

：

　�

山
根
和
史
（
萩
の
杜
）、
亀
山
隆
幸
（
あ

か
り
の
家
）、
北
川
裕
（
嬉
泉
）、
加
藤

潔
（
は
る
に
れ
の
里
）

発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修

運
営
委
員
会
報
告

参加団体：�文部科学省、発達障害者支援センター全国連絡協議会、日本自閉症スペクトラム学会、	

日本発達障害ネットワーク（JDDネット）、日本自閉症協会、全日本自閉症支援者協会
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平
成
26
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
養
成
研
修

は
、
過
去
3
年
間
で
2
6
7
名
が
受
講
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
内
2
0
2
名
が
修
了
さ

れ
、
発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

の
会
に
は
75
名
が
入
会
し
て
い
ま
す
。
本

会
で
は
、
入
会
者
に
向
け
て
養
成
研
修
前

期
と
後
期
の
集
中
講
座
に
合
わ
せ
て
年
2

回
、
お
互
い
の
活
動
報
告
や
情
報
交
換
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
目
的
に
し
た
意

見
交
換
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
7
月
24
日
に
開
か
れ
た
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

〇
各
委
員
か
ら
の
感
想

本
研
修
会
や
S
V
の
会
を
通
し
て
全
国

の
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
方
と
知
り
合
い
、

良
い
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

実
地
研
修
の
受
入
れ
施
設
に
と
っ
て
も
、

研
修
生
か
ら
の
率
直
な
感
想
や
意
見
が
参

考
に
な
っ
て
い
る
。
学
校
現
場
で
は
、
施

設
の
支
援
に
つ
い
て
知
る
機
会
が
な
い
の

で
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
上
司
の
勧

め
で
参
加
し
た
の
だ
が
、
自
分
の
支
援
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義

な
研
修
で
あ
っ
た
。
自
分
の
県
は
、
ま
だ

発
達
障
害
の
支
援
に
関
す
る
理
解
や
情
報
、

S
V
の
体
制
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
、
本

発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
会
報
告

研
修
会
や
S
V
の
会
の
活
動
に
期
待
し
て

い
る
。
大
分
で
は
S
V
の
格
差
が
広
が
り

過
ぎ
た
た
め
、
更
新
制
度
を
取
り
入
れ
て

い
る
。

〇
議
題

1
、
S
V
の
認
定
に
向
け
て

認
定
審
査
に
は
、
厚
労
省
や
文
科
省
の

方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
運
営

委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
は
、
文
科
省

や
厚
労
省
の
専
門
官
以
外
に
も
、
自
閉
症

協
会
や
J
D
D
ネ
ッ
ト
、
日
本
自
閉
症
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
学
会
、
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
代
表
者
が
い
る
た
め
、
最

適
だ
と
思
う
。

2
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
に
つ
い
て

圏
域
毎
で
情
報
交
換
で
き
る
よ
う
な
研

修
の
機
会
も
期
待
し
て
い
る
。

3
、�

合
理
的
配
慮
を
行
う
た
め
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
ツ
ー
ル
に
つ
い
て

全
国
の
S
V
が
共
通
し
て
活
用
で
き
る

ツ
ー
ル
を
開
発
し
て
お
り
、
H
P
を
通
し

て
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。

4
、
S
V
と
施
設
の
質
の
向
上
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
な
事
業
所
が
出
来
て
い
る
中
、

支
援
内
容
の
底
上
げ
に
向
け
て
当
研
修
会

を
活
用
す
る
こ
と
は
有
効
で
あ
り
、
他
施

設
を
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
自
分
の
施
設
の
質
も
向
上
し

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
質
の
評
価
に
は
、

ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
の
デ
ー
タ
の
収
集
と
分

析
も
必
要
で
あ
る
。
施
設
の
発
信
力
が
弱

い
と
、
支
援
内
容
も
評
価
さ
れ
に
く
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
良
い
施
設
と
は
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
事
業
内
容
が

増
え
て
い
る
な
ど
、
結
果
も
つ
い
て
き
て

い
る
。

5
、�

S
V
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
つ

い
て

議
論
の
末
、
S
V
に
求
め
ら
れ
る
役
割

に
つ
い
て
、
以
下
の
通
り
、
共
通
認
識
を

行
う
こ
と
が
で
き
た
。

「
い
ろ
い
ろ
な
観
点
を
持
ち
な
が
ら
、
利

用
者
や
家
族
支
援
だ
け
で
な
く
、
支
援
者

や
事
業
所
が
よ
り
良
い
支
援
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
誘
導
し
て
い
く
活
躍
が

望
ま
れ
て
い
る
」。

6
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

受
講
生
に
向
け
て
、
S
V
の
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
や
、
施
設
に
期
待
す
る
特
色
な
ど

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
活

動
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

7
、
そ
の
他

8
月
2
日
に
国
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
る
発
達
障
害

者
地
域
支
援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修
に
て
、

五
十
嵐
代
表
が
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成

研
修
の
成
果
報
告
を
行
う
こ
と
を
予
定
し

て
お
り
、
同
内
容
を
11
月
の
全
自
者
協
新

潟
大
会
の
第
5
分
科
会
で
も
行
う
予
定
で

あ
る
。

来
年
度
よ
り
、
秩
父
学
園
も
養
成
研
修

の
実
地
先
と
し
て
受
け
る
準
備
を
す
す
め

ら
れ
て
い
る
。

SV養成研修懇親会でも、先輩からの熱いエールを研修生に送りました
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１．大会趣旨
「地域社会との共生を考える」

私たちは、1987 年に「自閉症者の人権と生きる
ための発達保障、自立、社会参加の実践と研究の
推進」を目的として結成され、福祉制度の谷間に
ある自閉症の人たちの支援を先駆的に実践してき
ました。障害者の差別禁止と合理的配慮の義務が
求められるなか、平成 28 年 7 月に起きた非人道的
な事件は、記憶にあたらしく、忘れることはでき
ません。
あの悲惨な事件から 1 年、今こそ本大会では、�

「共生」をテーマに、支援者として自閉症の方々が
豊かに暮らせる社会、障害のある人たちと共に生
きる社会の実現のために、私たちは何ができるの
か、今何をすべきなのか、をいま一度考えていき
たいと思います。

２．主　催　
　一般社団法人 全日本自閉症支援者協会
　�開催担当　全日本自閉症支援者協会　北信越ブ
ロック施設
　�ウォーム・ワークやぶなみ　うさか寮　やねの
うえのガチョウ　作業センターふじなみ　はぎ
の郷　ジョブスタジオノーム　すだちの家　支
援センターすだち　白樺の家　あおぞら　親愛
の里松川
　主管　社会福祉法人新潟太陽福祉会　太陽の村

３．後　援（予定）
　�新潟県　新潟市　一般社団法人日本自閉症協会　
新潟自閉症協会連合会　認定 NPO 法人にいが
た・オーティズム 公益財団法人日本知的障害者
福祉協会　新潟県知的障害者福祉協会 学校法人
新潟総合学園新潟医療福祉大学　公益財団法人
真柄福祉財団

４．期　日　
平成 29 年 11 月 1 日 （水） 〜 2 日 （木）

５．会　場
ANAクラウンプラザホテル新潟
〒 950-8531 新潟県新潟市中央区万代 5-11-20
TEL025-245-3334
http://www.anacrowneplaza-niigata.jp

６．参加対象者
全日本自閉症支援者協会会員施設職員
知的障害者関係施設職員　　家族（保護者）

その他関係機関職員

７．参加費
　両日参加　　会　員　７，０００円　
　　　　　　　非会員　８，０００円
　１日のみ　　会　員　４，０００円
　　　　　　　非会員　５，０００円
　情報交換会　８，５００円

８．大会事務局
　〒 950-3112　新潟県新潟市北区太夫浜 675 番地
　社会福祉法人　新潟太陽福祉会　太陽の村
　TEL025-258-6337　FAX025-258-6338
　E-mail: a-convention@niigata-taiyo.com

担当：菊地 （キクチ）・細井 （ホソイ）

９．日程
1 日目（11 月 1 日）

　　13:00 〜 13:30	 開会式
　　13:30 〜 14:30	 行政説明
　　14:30 〜 16:00	 基調講演 1

「�自閉症の方々の社会適応と家族支援プログ
ラムについて」
　　　　鳥取大学大学院医学系研究科
　　　　臨床心理士　専門行動療法士　

井上　雅彦 氏
　　16:10 〜 17:40	 基調講演 2

「�自閉症のある人とのコミュニケ－ションを
考える」
　　　　香川大学教育学部 特別支援教育

言語聴覚士　坂井 聡 氏
　　18:40	 情報交換会
　2日目（11 月 2 日）
　　9:30 〜 11:30	 シンポジウム

『地域社会との共生を考える』
【シンポジスト】

勝部　真一郎 氏（萩の杜）
斉藤　喜美夫 氏（てらん広場第二）
熊本　葉一　 氏（いわて発達障がい
サポートセンターえぇ町つくり隊）

【助言者】
　松山　茂樹 氏　新潟医療福祉大学 教授

【コーディネーター】
全日本自閉症支援者協会 会長　松上　利男

　　11:30 〜 12:00	 閉会式
　　13:00 〜 16:00	 分科会
　　16:00	 終了

────── 第 31回　全日本自閉症支援者協会　新潟大会　開催要項 ──────
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第
9
回
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

2
0
1
7
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
今
年

の
4
月
8
日
（
土
）
に
、
東
京
の
霞
が
関

に
あ
る
全
社
協
灘
尾
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

参
加
者
は
、
4
0
0
名
以
上
と
な
り
ま
し

た
。今

回
は
、「
た
い
せ
つ
な
こ
と
を　

あ
な

た
に　

き
ち
ん
と
つ
た
え
た
い
〜
発
達
障

害
の
こ
と
〜
」
を
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
3

つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
致
し
ま
し
た
。

ど
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
「
つ
た
え
る
」
を

共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
お
り
、「
地
域
」

「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」「
家
族
」
と
い
う
枠
組

み
の
中
か
ら
、「
発
達
障
害
の
理
解
」
の
広

が
り
に
向
け
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

や
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昼
食
休
憩
時
に
は
、
今
年
の

4
月
1
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
「
東
京

タ
ワ
ー　

ラ
イ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ア
ッ
プ
・

ブ
ル
ー
」
の
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
は
、
各
地
域
で
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
当
事
者
の
皆
様
か
ら
、
元

気
あ
ふ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

そ
れ
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を

以
下
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
２
０
１
７

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

『
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

総
合
司
会　

国
沢　

真
弓　

氏

●
開
会
式　

10
：
00
〜
10
：
40

�　

国
連
事
務
総
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
、　

主
催

者
挨
拶
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
会
挨
拶
、　

来
賓
祝
辞
、
来
賓
紹
介

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①
10
：
50
〜
12
：
10

「
地
域
作
り
の
リ
ー
ダ
ー
の
想
い
」

　

司
会

　
　

市
川　

宏
伸　

氏

　
　
（
日
本
自
閉
症
協
会
）

　
　

福
本　

康
之　

氏　

　
　
（
日
本
自
閉
症
協
会
）

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

　
　

稲
村　

和
美　

氏

　
　
（
兵
庫
県
尼
崎
市
長
）

　
　

北
村　

正
平　

氏

　
　
（
静
岡
県
藤
枝
市
長
）

　
　

比
嘉　

ゑ
み
子　

氏

　
　
（�

沖
縄
県
中
小
企
業
家
同
好
会　
　

相
談
役
）

〜
昼
食
休
憩
〜

〈�

東
京
タ
ワ
ー　

ラ
イ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ア
ッ

プ
・
ブ
ル
ー
の
ビ
デ
オ
上
映
〉

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②
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：
10
〜
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：
30

「�

効
果
的
な
伝
え
方
の
工
夫�

（
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
）」

　

司
会

　
　

今
井　

忠　

氏

　
　
（
日
本
自
閉
症
協
会
）

　
　

村
上　

由
美　

氏

　
　
（
言
語
聴
覚
士
・
当
事
者
）

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

　
　

神
戸　

金
史　

氏

　
　
（RK

B

毎
日
放
送
東
京
報
道
部
長
）

　
　

東　

ち
づ
る　

氏

　
　
（�

女
優
・
一
般
社
団
法
人Get in �

T
ouch

代
表
）

　
　

熊
田　

佳
代
子　

氏

　
　
（�N

H
K

文
化
・
福
祉
番
組
部�

チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
③
14
：
40
〜
16
：
00

「
身
近
な
人
の
理
解
」

　

司
会

　
　

寺
山　

千
代
子　

氏

　
　
（
日
本
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
学
会
）

　
　

橋
口　

亜
希
子　

氏

　
　
（
日
本
発
達
障
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

　
　

益
田
幸
奈
さ
ん
・
理
澄
さ
ん
ご
姉
妹

　
　

伊
藤
議
代
さ
ん
・
秀
和
さ
ん
ご
夫
妻

　
　

佐
藤
康
裕
さ
ん　

●
閉
会
式　

16
：
05
〜
16
：
20

　

当
事
者
メ
ッ
セ
ー
ジ 

　

主
催
者
挨
拶

今
回
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
が
け
、
橋

本
岳
厚
生
労
働
副
大
臣
か
ら
の
主
催
者
挨

拶
、
市
川
宏
伸
一
般
社
団
法
人
日
本
自
閉

症
協
会
会
長
か
ら
の
実
行
委
員
長
の
挨
拶
、

来
賓
の
皆
様
か
ら
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
国
際
連
合
事

務
総
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
代
読
さ
れ

ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
振
り
返
り
ま
し
て
、

前
段
の
①
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
登
壇
さ
れ
た
首
長
の
方
々
か

ら
、
ご
紹
介
を
い
た
だ
い
た
各
自
治
体
等

の
ト
ッ
プ
の
方
に
、
発
表
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
各
自
治
体
の
支
援
体
制
に
つ

い
て
、
取
り
組
み
の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

次
に
、
②
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
社
会

と
障
が
い
者
の
つ
な
が
り
、
一
緒
に
い
る

生
活
を
作
り
続
け
て
い
く
た
め
に
、「
メ

デ
ィ
ア
」
を
通
じ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
③
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
身

近
な
人
の
理
解
」
と
し
て
、
ご
姉
妹
、
ご

夫
婦
、
親
の
立
場
で
あ
る
身
近
な
方
々
に
、

ご
発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
発
表

は
、
発
達
障
害
に
つ
い
て
書
か
れ
た
受
賞

作
品
で
し
た
。
ど
の
発
表
も
、
家
族
や
当

事
者
の
思
い
が
た
く
さ
ん
込
め
ら
れ
た
内

容
で
、
沢
山
の
方
々
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
会
場
全
体
が
感
動
に

包
ま
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

（
社
福
）
け
や
き
の
郷　

水
野
努



2017年10月	 全自者協ニュース	 （10）

※詳細についてはパンフレットをご覧下さい。

【ＡＳＪ保険】

病気やケガ・検査により、入院を開始した

２日目から次の保険金をお支払いします。

●入院保障金 １会計年度 30日まで

・付添介護費用 １日 8,000円

・差額ベッド費用 １日 5,000円までの実費

・入院臨時費用 １入院 5,000円

・入院諸費用 １日 1,000円

●死亡弔慰金 5万円

自閉症スペクトラムのための総合保障のご案内

☎フリーダイヤル

一般社団法人 日本自閉症協会 ASJ保険事務局
〒104-0044 東京都中央区明石町6-22 築地ニッコンビル6Ｆ

TEL：03-5565-2020 FAX 03-5565-2021

営業日 月～金（土・日・祭日除く）10：00～16：00

Ｅ-Ｍail ：asj-hoken@autism.or.jp ホームページ：http://www.autism.or.jp

各種お問い合わせ、保障内容のご確認、ご請求、ご相談等は上記までご連絡下さい。

◆保障内容（概要） ・詳細はお問い合わせ下さい。パンフレット等をお送り致します。

＊＊ これから加入をお考えの方へ ＊＊

病気やケガでの入院、ケガでの通院、個人賠償補償がセットされています！

【ＡＩＵ普通傷害保険】
ケガでの入院、通院を初日から補償します。

●本人の傷害（ケガ）の補償

・入院 （730日まで） １日 3,000円
・手術 （１事故あたり１回まで） 3万円～1.5万円
・通院 （90日まで） １日 1,500円

●死亡保険金 229万円

●後遺障害保険金 229万円～9.16万円
●他人への損害賠償（対人・対物）
・１事故支払限度額 最高5,000万円まで補償

自転車事故で法律上の損害賠償責任を

負った場合も対象になります！

●途中加入掛金 （加入希望月前月20日が申込受付の締切です）

会 員 種 別 11月1日加入 12月1日加入

◆加入プラン A  （年間掛金15,900円）
6,920円 5,630円

日本自閉症協会正会員（加盟団体）の構成個人会員

◆加入プラン B  （年間掛金16,400円）
7,420円 6,130円

自助会員（上記以外の方は申し込みにて自助会員となります）

★ 加入者様のお声 ★

★ 障害を持つ者が入院すると意思疎通を図るため付添が絶対必要になります。ASJ保険は
付添などの手厚い保障があり本当に役立っております。

★ 入院前後に用意する物が多いので、入院諸費用の給付があり助かりました。

★ 「抜歯入院手術は給付対象外」という保険会社が何社かありましたが、ASJ保険は給付を

いただけました。


